
水循環の検討

物質循環の検討

観測・データ収集・整理
2004～2005年度
第1～5回小員会

2006～2011年度
第6～10回小員会

2012～2020年度
第11～19回小員会

2021年度
第20回小委員会

水循環モデル構築

物質循環モデル構築

気候変動の
影響検討

気候変動の影響確認

2016年8月大規模出水

2022年度～
第21回小委員会～

気象・水文の経年分析
知見の活用

・湿原全体に対する課題の整理
・対応方針の検討
・対応策・事業目標の検討の検討 今後実施

２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－１．検討の位置づけ

湿原全体への影響評価

出水に伴うインパクト
～レスポンスの解明

2022年度～
第21回小委員会～

将来気候がもたらす湿原への影響の把握

ここでの
説明部分

予備検討
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インパクト
レスポンスの検討

２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－２．課題と解決策

第22回⽔循環⼩委員会資料 を編集

インパクト・レスポンスフロー

・湿原に現れた事象の分析

･要素と要素のつながりの検討

・湿原の「しくみ」の理解

・湿原の影響予測評価

インパクト 湿原内でのレスポンス

一次環境変化 二次環境変化人為的活動

植⽣分布⼟地利⽤
河川整備
地下⽔利⽤
保全活動
再⽣事業

⼟砂流⼊量
栄養塩流⼊量

水循環要素

物質循環要素

人為的活動要素 生態系要素

地形変化量

地下⽔位標⾼
地下⽔位深度
地下⽔位変動幅
⽔滞留時間
冠⽔頻度

年間総降⽔量
蒸発散量
積雪量
融雪時期
渇⽔頻度
出⽔頻度
出⽔規模

気候要素

気象条件等

① ②

③ ④

⑤

・観測データの分析

・数値シミュレーション

⓪

＋

今後の湿原の再⽣・維持・管理に貢献

「場」の要素

L2 Lidar

MATRIX350RTK

湿原内部の情報が少なく、
現状のデータも解像度が
十分ではない

湿原内でのレスポンスが
不明瞭

新技術であるUAVを用い
た調査及び現地調査に
より湿原内部（特に流入
部）の情報を得る

課題と解決策
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1km

1.5km

1.5km

1km

1km

ゾーン1
改変区間

ゾーン2
未改変区間鶴居No.1

鶴居No.2

鶴居No.3

２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－３．調査範囲

調 査 地
再生事業が計画されている
雪裡・幌呂地区

調査範囲
ゾーン1（改変区間）及び
ゾーン2（未改変区間）

取得ﾃﾞｰﾀ
地物形状点群データ

取得方法
UAVに搭載したLidarセンサ
ー（測距儀）によりUAVと地
物の距離及び色を取得

2013年から2023年の地形変化 2016年から2019年の植生変化

74

２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－４．調査結果

・⽴ち枯れした樹⽊が判別できる⇒高密度の地物形状データを取得
・植⽣の⾊が判別できる⇒地物形状だけでなく正確な色データも取得
・川・沼などの⽔⾯はデータなし⇒データがない部分は水面があると評価できる

点群データ
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２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－５．調査結果

樹高

ヨシ・スゲ
地形標高

雪裡川 沼地

未改変区間断面図（縦5倍）

ハンノキ（低木）

植生区分

水域分布

ハンノキ（高木） ミズナラ

レーザーは樹⽊を透過して地⾯までスキャンできている
⇒データから「地形標⾼」「樹⾼分布」「植⽣区分」「⽔域分布」を抽出
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２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－５．調査結果

平面図

取得した点群データ

雪裡川

雪裡川

雪裡川

樹高分布図

標高(m)
<

標高(m)
>=

5.4

5.65.4

5.85.6

6.05.8

6.26.0

6.46.2

6.66.4

6.86.6

7.06.8

7.27.0

7.47.2

7.67.4

7.87.6

8.07.8

8.28.0

8.2

地形図

植生区分図

スゲ

低木ハンノキ

高木ハンノキ

水域図
（黒い部分は水面）

断面図
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点群データ

凡例
〜5.6m

5.6m〜5.8m
5.8m〜6.0m
6.0m〜6.2m
6.2m〜6.4m
6.4m〜6.6m
6.6m〜6.8m
6.8m〜7.0m
7.0m〜7.2m
7.2m〜7.4m
7.4m〜7.6m
7.6m〜7.8m
7.8m〜8.0m
8.0m〜8.2m
8.2m〜8.4m
8.4m〜

地形標⾼

凡例
〜 0.5m

0.5m〜 1.0m
1.0m〜 2.0m
2.0m〜 4.0m
4.0m〜 6.0m
6.0m〜 8.0m
8.0m〜10.0m

10.0m〜12.0m
12.0m〜

樹⾼

水域図

２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－５．調査結果

断面

幌呂川

アシベツ川

雪裡川

幌呂4号川 雪裡1号川

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

標
⾼

(m
）

距離(m)

断面図

幌呂川 雪裡川

凡例
樹高
地形

＜地形＞河川沿いに地形の
盛り上がりがあり、⽔衝部
から網状に⼩河川が広がる。
＜樹高＞合流部付近、合流
部よりも下流の河川沿いで
樹⾼が⾼い傾向がある。

＜水域＞合流部より下流側
は河川沿い以外の部分は地
表付近に⽔⾯がある。
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２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－６．現地調査

標高(m)
<

標高(m)
>=

5.4

5.65.4

5.85.6

6.05.8

6.26.0

6.46.2

6.66.4

6.86.6

7.06.8

7.27.0

7.47.2

7.67.4

7.87.6

8.07.8

8.28.0

8.2

S-2
S-3

S-4

S-1

現地調査位置

（１）堆積⼟砂量の確認
4か所の地層、⼟層確認
を⾏い、⼟砂堆積状況を
把握する。

（２）網状河川流況確認
雪裡川の⽀川等の網状河
川の流動⽅向を把握する。

（３）⽔⾯・植⽣状況確認
河道周辺の⽔⾯分布状況
及び植⽣分布状況を直接
確認する

UAV調査結果の妥当性を確認す
るため、以下の3点を現地で調査
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２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－６．現地調査結果

＜⽔⾯・植⽣確認結果＞
地形が⾼い河岸は相対的な地下⽔位は低いが、河川から20m程度湿原側では地表
付近に⽔⾯があり⾼⽊の下でスゲが繁茂。⇒UAV調査結果と⼀致
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２．雪裡・幌呂地区におけるインパクトーレスポンス関係
２－６．現地調査結果

標高(m)
<

標高(m)
>=

5.4

5.65.4

5.85.6

6.05.8

6.26.0

6.46.2

6.66.4

6.86.6

7.06.8

7.27.0

7.47.2

7.67.4

7.87.6

8.07.8

8.28.0

8.2

10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

GL-cm 地表⾯S-1 S-2 S-3 S-4
Unit 1
Unit 2
Unit 3
Unit 4
Unit 5
Unit 6
Unit 7

Unit 8

堆積層区分

地下⽔位
草の根

凡例
■ 粘性⼟
■ 砂質⼟

地形陰影図

細砂 ⻘灰⾊
草の根を多く含む

粘性⼟ 暗褐⾊

粘性⼟ 暗褐⾊

粘性⼟ 暗褐⾊

粘性⼟ 暗褐⾊

粘性⼟ 暗褐⾊

粘性⼟ 暗褐⾊

粘性⼟ 暗褐⾊
表⼟

地下⽔（硫化⽔素臭）

地下⽔の浸みだし

※全体的
（特に砂
層）に褐
⾊⾵化が
みられる

粘性土

砂質土

砂質土

粘性土

＜トレンチ調査結果＞
・洪⽔により堆積した粘性⼟と砂の

互層が深度70cmまで続く
・洪⽔1回での⼟砂の堆積厚さは10cm

程度で下流側ほど薄くなる傾向
＜河川流況⽅向確認結果＞

河川⽔は雪裡川から網状河川へ流動。
つまり網状河川を通じて湿原内部へ
⽔・物質の供給が常に⾏われている。

トレンチ調査結果 拡大写真
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